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多重債務問題に関する研修会市長日誌�����

■
自
殺
の
大
き
な
原
因
「
多
重
債
務
」 

　
研
修
会
は
、
北
秋
田
地
域
振
興
局
鷹
巣

阿
仁
福
祉
環
境
部
が
主
催
。
全
国
で
の
自

殺
率
が
ト
ッ
プ
の
不
名
誉
な
記
録
が
続
く

秋
田
県
で
は
、
そ
の
原
因
別
で
、
「
病
苦
」

に
次
い
で
第
２
位
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
生

活
経
済
苦
」
で
、
自
殺
原
因
の
約
３
分
の

１
を
占
め
て
い
ま
す
。
県
で
は
こ
れ
ま
で

も
、
自
殺
に
結
び
つ
く
様
々
な
問
題
に
対

し
て
各
種
の
研
修
会
や
相
談
活
動
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
こ
の
催
し
も
、

専
門
家
の
指
導
を
通
し
て
、
債
務
者
等
関

係
者
の
悩
み
の
解
決
の
糸
口
を
見
出
し
て

も
ら
お
う
と
、
開
か
れ
た
も
の
で
す
。 

　
講
師
は
、「
能
代
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事

務
所
」
の
伊
藤
崇
弁
護
士
。
自
ら
が
携
わ
っ

た
昨
年
７
ヶ
月
間
の
相
談
活
動
の
概
要
を

紹
介
し
、
▽
受
任
の
状
況
（
相
談
を
受
け
、

解
決
策
を
講
じ
た
ケ
ー
ス
）
▽
債
務
者
が

直
面
す
る
困
難
▽
債
務
整
理
の
現
状
と
課

題
の
３
つ
に
分
け
て
講
演
し
ま
し
た
。 

■
陥
る
雪
だ
る
ま
式
の
借
金 

　
ま
ず
、
相
談
者
の
多
く
は
、
借
り
入
れ

１
社
へ
の
利
息
返
済
の
た
め
に
次
々
と
業

者
か
ら
借
り
て
い
く
「
雪
だ
る
ま
式
」
の

借
金
に
陥
り
、
頭
を
抱
え
込
ん
で
い
る
状

況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
紹
介
。
借
金
を

重
ね
る
過
程
の
中
で
は
業
者
の
質
が
低
下

し
て
い
る
こ
と
と
、
「
ヤ
ミ
金
融
」
の
暗

躍
等
も
あ
っ
て
、
業
者
側
の
過
剰
な
貸
付

け
行
為
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。 

　
次
に
、
賃
金
水
準
の
低
い
秋
田
県
で
は

通
常
の
収
入
か
ら
の
返
済
は
無
理
な
状
態

で
あ
る
こ
と
な
ど
に
触
れ
た
上
で
、
こ
の

こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
、
▽
過
酷
な
取
り

立
て
に
精
神
障
害
を
被
る
▽
住
居
、
家
業

を
失
う
▽
人
間
関
係
（
家
庭
、
職
場
）
の

破
綻
と
社
会
的
孤
立
に
陥
る
な
ど
、
極
め

て
困
難
の
度
合
い
が
高
く
な
っ
て
い
く
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。 

■
３
つ
の
解
決
方
法 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
弁

護
士
が
介
す
る
債
務
整
理
（
解
決
策
）
に

つ
い
て
次
の
３
つ
の
方
法
が
あ
る
こ
と
を

示
し
ま
し
た
。 

▽
任
意
（
私
的
）
整
理
＝
借
金
の
返
済
が
条

件
。弁
護
士
な
ど
に
依
頼
し
て
業
者
等
と
の
交

渉
を
す
る  

▽
個
人
再
生
＝
裁
判
所
を
通
し
て
、
債
務

を
圧
縮
。
家
財
は
守
れ
る 

▽
自
己
破
産
＝
自
己
財
産
は
放
棄
処
分 

　
伊
藤
氏
は
、「
３
つ
の
方
法
い
ず
れ
に
も

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
多
重

債
務
か
ら
開
放
さ
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
要
は
、
割
り
切
っ
て
問
題
の
解
決
を

図
る
こ
と
」
と
述
べ
、
善
後
策
を
構
ず
る

た
め
に
専
門
家
や
公
的
機
関
へ
の
相
談
を

最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
で
「
解
決
」
へ
の

道
が
開
か
れ
て
い
く
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
一
方
で
、「
整
理（
解
決
）の
影
に
連

帯
保
証
人
や
名
義
貸
し
等
の
第
三
者
の
犠

牲
が
存
在
す
る
」「
根
本
原
因
は
、
無
職
、

低
賃
金
、
無
計
画
の
生
活
設
計
と
い
っ
た

債
務
を
生
む
社
会
構
造
」
と
、
多
重
債
務

に
陥
り
や
す
い
社
会
の
状
況
を
根
本
的
に

変
え
な
い
限
り
、
債
務
者
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 

■
悩
む
前
に
相
談
を 

　
講
演
の
後
、
「
相
談
活
動
の
内
容
と
秋

田
県
の
自
殺
問
題
を
考
え
合
わ
せ
た
場
合
、

ど
う
思
う
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、
伊
藤

氏
は
、
「
秋
田
の
人
は
非
常
に
真
面
目
と

い
う
印
象
。
そ
の
責
任
感
ゆ
え
に
思
い
悩

み
、
自
殺
と
言
う
結
果
に
つ
な
が
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
悩
む
前
に
、
ま
ず
は
私
た

ち
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
、
専
門
家
・

関
係
機
関
へ
の
相
談
が
先
決
で
あ
る
こ
と

を
訴
え
て
い
ま
し
た
。 

 

■
弁
護
士
事
務
所
以
外
の
相
談
先
の
例 

▽
大
館
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
＝
大
館
市
有

浦
・
大
館
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
（
秋
田
弁
護
士
会
�

０
１
８-

８
９
６-

５
５
９
９
で
予
約
） 

▽
秋
田
県
生
活
セ
ン
タ
ー
＝
秋
田
市
・
ア

ト
リ
オ
ン
内
（
�

０
１
８-

８
３
５-

０
９

９
９
）

▲市民、行政関係者など約１２０人が聴講した

多重債務問題についての講演会（２月８日、

市交流センターで） 
「
多
重
債
務
問
題
に
関
す
る
研
修
会
」か
ら 

◇
２
月
１
日
〜
15
日 

１
日
（
金
）
▽
新
年
度
予
算
査
定
（
市
役
所
第
２
会
議
室
） 

３
日
（
日
）
▽
第
１
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
開
会
式
に
出

　
　
　
　
　
席
（
薬
師
山
ス
キ
ー
場
）
▽
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の

　
　
　
　
　
す
利
用
者
説
明
会
に
出
席
（
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
） 

４
日
（
月
）
▽
第
59
回
全
国
植
樹
祭
秋
田
県
実
行
委
員
会
第
３

　
　
　
　
　
回
総
会
に
出
席
（
県
庁
第
２
庁
舎
）
▽
企
業
誘
致

　
　
　
　
　
用
務
で
上
京
（
東
京
都
） 

５
日
（
火
）
▽
元
阿
仁
町
議
会
議
員
、
加
賀
谷
廣
氏
の
叙
勲
伝

　
　
　
　
　
達
式
に
出
席
（
阿
仁
支
所
） 

６
日
（
水
）
▽
北
欧
の
杜
管
理
運
営
協
議
会
に
出
席
（
北
欧
の

　
　
　
　
　
杜
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
） 

７
日
（
木
）
▽
１
０
０
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
設
立
総
会

　
　
　
　
　
に
出
席
（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

８
日
（
金
）
▽
人
事
異
動
辞
令
交
付
式
（
市
役
所
応
接
室
）
▽

　
　
　
　
　
北
秋
田
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
出
席
（
中
央

　
　
　
　
　
公
民
館
）
▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
２
月

　
　
　
　
　
定
例
議
会
に
出
席
（
米
代
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
） 

９
日
（
土
）
▽
も
ち
っ
こ
市
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席
（
道
の

　
　
　
　
　
駅
た
か
の
す
） 

12
日
（
火
）
▽
東
洋
精
箔
株
式
会
社
願
満
稲
荷
祭
に
出
席
（
同

　
　
　
　
　
社
秋
田
工
場
） 

13
日
（
水
）
▽
飲
酒
運
転
追
放
等
競
争
に
係
る
表
彰
伝
達
式
に

　
　
　
　
　
出
席
（
市
役
所
応
接
室
）
▽
第
３
回
秋
田
県
地
域

　
　
　
　
　
ケ
ア
体
制
整
備
構
想
検
討
委
員
会
に
出
席
（
ア
キ

　
　
　
　
　
タ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
） 

14
日
（
木
）
▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社
取

　
　
　
　
　
締
役
会
に
出
席
（
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

　
　
　
　
　
ル
）
▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
議
会
議

　
　
　
　
　
員
全
員
協
議
会
に
出
席
（
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
） 

15
日
（
金
）
▽
秋
田
内
陸
線
再
生
支
援
協
議
会
に
出
席
（
阿
仁

　
　
　
　
　
支
所
）
▽
旧
鷹
巣
町
自
治
会
長
会
に
出
席
（
交
流

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
） 

市
長
日
誌 

水道課からのお知らせ

こ
ん
な
と
き
は 

　
　
　
す
ぐ
お
届
け
を 

使
用
量
が
急
に 

　
　
　
増
え
た
と
き
は 

   

・
使
用
の
開
始
に
あ
た
っ
て
は
届
出
が
必
要
と
な

　
り
ま
す
。 

・
前
に
お
住
ま
い
の
方
が
転
出
さ
れ
て
間
も
な
い

　
場
合
、
水
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
届
出

　
が
な
け
れ
ば
、
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

・
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
通
帳
の
届
出

　
印
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

・
使
用
開
始
の
前
日
ま
で
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。 

  

・
使
用
の
中
止
に
あ
た
っ
て
は
届
出
が
必
要
と
な

　
り
ま
す
。 

・
届
出
な
く
転
出
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
後
も
料
金

　
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

    

・
調
べ
る
た
め
に
、
家
中
の
蛇
口
を
全
て
閉
め
ま

　
す
。 

・
地
下
メ
ー
タ
（
ボ
ッ
ク
ス
内
）
に
あ
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
マ
ー
ク
（
風
車
）
を
見
ま
す
。 

・
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
（
風
車
）
が
ま
わ
っ
て
い

　
れ
ば
漏
水
と
思
わ
れ
ま
す
。 

  

・
宅
内
配
管
は
私
有
財
産
で
す
の
で
、
各
家
庭
で

　
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

・
市
指
定
の
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し
て
下
さ
い
。 

・
工
事
代
金
は
各
家
庭
の
負
担
と
な
り
ま
す
。 

※
市
指
定
の
工
事
店
に
つ
い
て
は
、
右
記
ま
で
問

合
せ
下
さ
い
。 

  

　
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、
便
利
な
口
座
振
替

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
手
続
き
は
、
通
帳
、
通
帳

印
を
お
持
ち
の
う
え
、
市
内
各
金
融
機
関
（
秋
田

銀
行
、
北
都
銀
行
、
秋
田
県
信
用
組
合
、
東
北
労

働
金
庫
、
JA
鷹
巣
町
、
JA
あ
き
た
北
央
、
郵
便
局
）、

水
道
課
及
び
各
支
所
の
窓
口
で
ど
う
ぞ
。 

　
な
お
、
納
入
通
知
書
で
の
お
支
払
い
場
所
は
、

取
扱
金
融
機
関
（
秋
田
銀
行
、
北
都
銀
行
、
秋
田

県
信
用
組
合
、
東
北
労
働
金
庫
、
JA
鷹
巣
町
、
JA

あ
き
た
北
央
）
、
水
道
課
及
び
各
支
所
の
窓
口
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

●
転
入
さ
れ
る
方 

●
転
出
さ
れ
る
方 

●
漏
水
か
な
？
と
思
っ
た
ら 

 

地下メーターボックス 

パイロットマーク 

●
修
理
す
る
に
は 

●
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
で 

問い合わせ 
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せ


